
技術の特徴 
・納豆菌バクテリオファージは納豆発酵不良を引き起こします。 

・バクテリオファージが生産するネバネバ物質（ポリグルタミン酸）分解酵素が発酵不
良の原因です。 

・ネバネバ分解酵素（PghP）の分子構造を明らかにしました。 

 

研究の内容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の展開 
基質複合体の解析を進め、触媒機構を調べます。用途を開発します。 
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バイオ 

図３ pghP類似遺伝子との配列比較 

基質結合モチーフを囲み文字で、保存されてい
るアミノ酸を影文字で示している 

図2 PghPの結晶 Bar=0.5mm 
 

図1 左図：納豆菌の培養濾液にエタノールを加える

とポリグルタミン酸は沈殿する（矢印部）．右図：アガ
ロースゲル電気泳動．高分子のポリグルタミン酸(a)

はアガロースゲル中をゆっくり移動するが，PghPで
酵素分解すると低分子化して移動度が大きくなる(b)． 
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